
 

 

  

新型コロナウイルス感染症 に係る岩国

市主催イベント等 実施ガイドライン 
Ver.3.5 

 

令和２年７月１日 

岩国市 健康福祉部 健康推進課 

岩国市新型コロナウイルス感染症対策本部 

健康福祉部 健康推進課 



1 

 

目 次  

１ 目的  ............................................................................................................. 2 

２ 適用期間  ...................................................................................................... 2 

３ 用語の定義 ................................................................................................... 2 

４ 対象  ............................................................................................................. 2 

５ 遵守・留意事項  ........................................................................................... 2 

６ イベント等の開催制限の目安  ...................................................................... 3 

７ イベント等開催等における必要な感染防止対策  .......................................... 5 

８ イベント等終了後の懇親会等について  ........................................................ 5 

９ イベント等の開催の中止等の検討  ............................................................... 5 

イベント等個別に作成する感染防止マニュアル案  .............................................. 6 

【不特定多数に向けて集客する単発の興業等】（参加者の把握等が困難なもの）

 ........................................................................................................................... 6 

【特定者が参加する会合等】（参加者の把握が可能なもの又は把握ができている

もの） ................................................................................................................. 9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 

 

１ 目的 

このガイドラインは、本市が主催又は共催するイベント等の実施に関して、イベント

主催者等が、参加者に対して「新しい生活様式」の徹底を促し、一人ひとりが感染症予

防対策を行うことで、イベント等会場に新型コロナウイルスが持ち込まれることを最小

限にするとともに、集団内で二次感染が起こるリスクを最小限とすることを目的とす

る。 

 

２ 適用期間 

令和２年７月１日から当面の間とする。 

※ 市内、山口県及び広島県での新型コロナウイルス感染の状況や、新型コロナウイ

ルスに関する国の指針等を踏まえ、本ガイドラインの見直しを適宜行うものとす

る。 

 

３ 用語の定義 

イベント等主催者 イベント等を企画し、開催する者 

運営者 実際に会場でイベント等の進行、管理等を行う者 

 

４ 対象 

本市が主催（共催を含む。）する会議、セミナー、講演会、催物等（以下「イベント

等」という。） 

 

５ 遵守・留意事項 

⑴   基本的な感染防止策を徹底する。 

・イベント等の開催にあたり、その規模に関わらず、「三つの密（密閉・密集・密

接）」が発生しない席の配置や「人と人との距離の確保」、「マスク（不織布マスク

を推奨）を着用※」、イベントの開催中や前後における選手、出演者や参加者等に係

る主催者等による行動管理等 

・観客の広域的な移動やイベント等の前後の活動等で生じる感染拡大リスクを抑制す

るため、イベント等の前後の活動における基本的な感染対策の徹底等を行う。 

  ・発熱等の症状のある方は参加を控えるよう呼びかける。 

  ・開催にあたっては、業種別ガイドラインを遵守するとともに、参加者に「新しい生

活様式」に基づく行動を徹底するよう促す。 

※マスク着用の考え方：着用は個人の判断に委ねることを基本とするが、イベント主

催者等が感染対策上又は事業上の理由等により、出演者や参加者等にマスク着用を求

めることができる。 

 ⑵ 地域の感染状況や出演者が取り得る感染対策を踏まえ、開催規模や内容の見直し、

必要な感染対策の充実について適切に判断し、イベント等でクラスターの発生があっ

た場合におけるイベント等の無観客化や延期、中止等の判断。緊急事態宣言が出た場

合の、感染予防対策強化。 
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⑶ 参加人数が5,000人を超え、かつ、収容率が50％を超えるイベント等を開催する場合

は、感染防止安全計画（以下「安全計画」という。）を策定し、山口県に事前の確認

を行う。当該確認については、開催の２週間前までに、電子メール又は郵送により当

該計画を山口県に提出する。 

更に、イベント等終了後１か月以内に、イベント結果報告書を山口県に提出する。 

 【山口県への提出書類】詳細は、山口県ホームページを参照 

  ①安全計画（県が定める様式） 

②イベント結果報告書（県が定める様式） 

③イベント結果報告書関連資料（県が定めるところによる） 

⑷ イベント等（前号に該当するイベント等（参加人数が5,000人を超え、かつ、収容率

が50％を超えるイベント等）を除く。）を開催する場合は、すべて感染防止策チェッ

クリストを作成し、市のホームページ等に公表する。 

更に、イベント等終了後においては、イベント結果報告書を作成する。 

なお、当該感染防止策チェックリスト及びイベント結果報告書は、１年間保存する。 

【作成書類】詳細は、山口県ホームページを参照 

①感染防止策チェックリスト（県が定める様式。市ホームページ等に公表。１年間保

存） 

②イベント結果報告書（県が定める様式。１年間保存） 

③イベント結果報告書関連資料（県が定めるところによる） 

 ⑸ 前２号に掲げるイベント等において、問題が発生（クラスターの発生等）した場合

は、イベント結果報告書を直ちに山口県及び関係府省庁へ提出する。 

 ⑹ 共催するイベント等は、事前に主催者が作成する『感染防止のためのマニュアル・

ガイドライン』等を確認し、感染防止対策が担保されているか確認する。 

 ⑺ 今後、感染状況等の変化がある場合は、イベント等の開催制限の目安を変更する場

合がある。 

 

６ イベント等の開催制限の目安 

イベント等の開催制限の目安については、国の「新型コロナウイルス感染症対策の基

本的対処方針（令和３年11月19日（令和５年２月10日変更））」及び催物の開催制限等

の取扱いに係る事務連絡等に準拠し、次のとおりとする。 

 ⑴ 参加人数が5,000人を超え、かつ、収容率が50％を超える（緊急事態措置区域、重

点措置地域においては、5,000人超）イベント等は、安全計画を策定し、山口県の確

認を受けたときは、人数上限等の緩和が可能。 

⑵ 緊急事態措置区域は、対象者全員検査により、人数上限を「収容定員」まで緩和

可能。 

 ＊対象者全員検査により、人数上限を緩和する場合には、安全計画に以下の①及び

②について記載する。 

① 検査方法（ＰＣＲ検査、抗原定量検査、抗原定性検査等の種別及び事前送付、

現地検査等の実施の有無等） 

② 「検査結果の陰性」の確認方法 
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  ⑶ 緊急事態措置区域以外の区域は、対象者全員検査による緩和はしない。 

感染状況に応じたイベント等開催制限等について 

 安全計画策定 
その他 

（安全計画を策定しないイベント等） 

下記以外 

の区域 

人数上限 収容定員まで 
5,000人又は収容人員50％の

いずれか大きい方 

収容率 100％ 

重点措置 

区域 

人数上限 収容定員まで 5,000人 

収容率 100％ 
大声なし：100％ 

大声あり：50％ 

緊急事態 

措置区域 

人数上限 

10,000人 

（対象者全員検査により、 

収容定員まで追加可） 

5,000人 

収容率 100％ 
大声なし：100％ 

大声あり：50％ 

※収容率と人数上限でどちらか小さい方を限度（両方の条件を満たす必要） 

※地域の実情に応じて、都道府県知事の判断により、人数上限の制限を行うことも可能と

する。 

※安全計画策定のイベント等では、基本的に「大声なし」の担保が前提 

※対象者全員検査における検査結果の陰性を確認する対象者は、定められた人数上限を超

える範囲の入場者とする。都道府県の判断により、対象者全員検査の活用を行わないこ

とも可能 

  ⑷ 留意事項 

   ① 収容率の制限目安に当たっての「大声あり」に該当するもの 

     「大声」とは、「観客等が、①通常よりも大きな声量で、②反復・継続的に声を

発すること」で、これを積極的に推奨する又は必要な対策を十分に施さないイベ

ント等を「大声あり」に該当するものとする。 

    ＜大声の具体例＞ 

・観客間の大声・長時間の会話 

・スポーツイベント等での反復・継続的に行われる応援歌の合唱（得点時の一

時的な歓声等は必ずしも当たらない。） 

② お祭りなど多数の出演者が参加するイベント開催にあたっての必要な感染防止 

  策地域の感染状況や出演者が取り得る感染対策等を踏まえ、開催規模や内容の見 

直し、必要な感染対策を実施すること。 

 本番及びその前後の活動における出演者やスタッフの感染対策の具体例として、

「控室等における換気の徹底、三密の回避」、「イベント前後を含めた飲食時の感

染対策の徹底の呼びかけ」等の実施。  

③ 飲食時の感染対策 

飲食時の感染対策の徹底を周知する。 
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    ④ 収容定員が設定されていない場合の必要な取組 

大声ありのイベント等は、十分な人と人との間隔（最低１ｍ）を確保し、大声

なしのイベント等は人と人とが触れ合わない程度の間隔を確保する。 

⑤ 収容定員の設定がない会場（屋外イベント等も含む）での制限緩和の扱い 

 参加人数が 5,000 人越えで、 

ア 基本的に大声なし、人と人とが触れ合わない程度の間隔を確保して実施する 

場合 

⇒人数上限や収容率の緩和の対象（安全計画策定） 

イ 十分な人と人との間隔（最低１ｍ）を確保して実施する場合 

⇒人数上限や収容率の緩和の対象外（安全計画策定不要） 

 

７ イベント等開催等における必要な感染防止対策 

 別添「イベント開催等における必要な感染防止策」を実施する。 

また、国、県からの要請や各業界が定める業種別ガイドライン（該当する業種において

策定されている場合）を遵守すること。 

＊業種別ガイドラインは、現在、産業界において感染拡大防止と社会経済活動の両立に

向けた見直しが行われているため、イベント開催前に最新のガイドラインを確認する。 

参考 

（主な業種別ガイドライン） 

イベントの種類 団体名 掲載ガイドライン 

地域の祭りやイベント等 （公社）日本青年会議所 祭り・イベント等開催に向け

た感染拡大防止ガイドライン 

公民館でのイベントや講

座等 

（公社）全国公立文化施設

協会 

公民館における新型コロナウ

イルス感染拡大予防ガイドラ

イン 

劇場や音楽堂等の文化施

設での公演等 

（公社）全国公立文化施設

協会 

劇場、音楽堂等における陣型

コロナウイルス感染拡大予防

ガイドライン 

スポーツイベント （公社）日本スポーツ協会 スポーツイベントの再開に向

けた感染拡大予防ガイドライ

ン 

 

８ イベント等終了後の懇親会等について 

イベント等終了後の懇親会等は、飲食店の求められる感染防止策等を踏まえた十分な

対策、飲食時における感染防止策の徹底を周知する。 

 

９ イベント等の開催の中止等の検討 

本ガイドライン等に基づく感染防止対策を十分に講じることができない場合は、イベ

ント等の緊急性、必要性等を踏まえ、中止、延期、規模縮小等について検討する。 
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イベント等個別に作成する感染防止マニュアル案 
 

制限等の対象となる「イベント」の考え方（山口県ホームページ新型コロナウイルス感染

症対策に係る外出やイベント等に関するお願い） 

・チェックリストの公表等が必要なイベントとは、事前予約制・チケット販売・時間指定

等の方式で、不特定対数に向けて集客する単発の興業等を指す。 

・官公庁や民間企業が行う事業・業務に付随する会議や研修、説明会や、特定者が参加す

る地域の会合等は対象外となる。 

※対象外のイベントについても、業種別ガイドラインを遵守し、必要な感染防止対策等を

実施の上開催する。 

 

【不特定多数に向けて集客する単発の興業等】（参加者の把握等が困難

なもの） 

※講演会、式典、展示会、祭り等参加者の把握等が困難なもの（制限等の対象となるイベ

ント等） 

自宅等で、健康状態を確認した上で参加するよう徹底し、検温をしていない者につい

ては、会場で検温を行う。 

マスクの着用は個人の判断に委ねることを基本とするが、イベント主催者等が感染対

策上又は事業上の理由等により、出演者や参加者等にマスク着用を求めることができ

る。 

 

⑴ 開催前の手続き 

① 参加人数が5,000人を超え、かつ、収容率が50％を超える祭り等を開催する場合 

開催の２週間前までに、安全計画（県が定める様式）を策定し、山口県に事前の確

認を行う。 

② ①に該当しない祭り等を開催する場合 

感染防止チェックリスト（県が定める様式）を作成し、市のホームページ等で公表

する。 

  

 

⑵ 体調チェック・・遵守事項周知・手指消毒 

 

  

 

① 体調確認 

   健康状態が不安な参加者を発見したとき。 

※１ 咳やくしゃみを伴う喘息、花粉症等、既往症の場合は、参加を認める。 

①体調確認 → ②遵守事項周知 → ③手指消毒 
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※２ 検温をしないで参加したことがわかったときは、可能な限り、非接触式体

温計を使用して検温する。接触式体温計を使用する場合は、混雑を回避する

ための十分な対策を行い、使用後の体温計は、アルコール消毒する。 

② 遵守事項の周知 

最新の業種別ガイドライン等を参考に祭り等に参加する上の遵守事項を記載した

チラシ等を作成し、祭り等会場で掲示や場内放送などにより周知徹底する。 

③ 手指消毒 

祭り等会場に、手指消毒液や石けんによる手洗い場を設置し、徹底する。 

 

⑶ 祭り等主催者による適切な環境管理 

① 屋内の場合は、入場時に手指消毒を徹底する。屋外の場合は、会場内に手指消毒液

等を設置し、消毒を促す。 

② 屋内の場合、機械換気による常時換気を。定期的な機械換気装置の確認やフィルタ

清掃等も重要。通常のエアコンには換気機能がないことに留意する。機械換気が設置

されていない場合は、窓開け換気を行う。 

③ 人を密集させない環境を確保する。屋内の場合、入退場の時間に差を設けるなど人

が密集しない工夫をする。 

（参考） 

収容定員の設定がない会場（屋外イベント含む）での制限緩和の扱い 

 十分な人と人との間隔（最低１m）を確保する場合、収容率50％として取り扱う。 

＊会場規模と参加人数の割合が、１m²に１人以下（10,000m²の会場では、参加人数

10,000人以下）であれば、収容率50％以下の扱い。 

なお、その場合も、会場内に混雑や密が発生しないよう、会場内での周知やスタ

ッフによる誘導、声掛けなど、必要な感染対策を実施すること。 

山口県HP（新型コロナウイルス感染症対策に係る外出やイベント等に関するお願

い） 

④ 共用物の管理又は消毒を徹底すると共に、参加者の手が触れる場所（トイレ・ウイ

ルスが付着した可能性のある場所等）を、消毒液で定期的(１～２時間に１回程度) 

に拭き取る。 

⑤ 入場時、退場時の入退場口を分けるなど、人と人が交錯する機会を極力減らすよう

（同方向移動）配慮する。 

 

⑷ 飲食関連 

① 食事の提供は、パッケージされた軽食を個別に提供する等の工夫をする。 

② 参加者間の距離(１ｍ)を確保し、向かい合わせにならないなど十分な対策を行う。 

 

⑸ 喫煙 

感染防止の観点から会場及びその周辺は禁煙とする。 
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⑹ 会場管理 

固定席がある場合においては、参加者間の距離を確保する。 

 

⑺ ゴミ箱 

ゴミ箱は原則、ふたがついていて密閉できるものを用いる。 

 

⑻ 換気 

屋内の場合、一定時間（概ね１時間程度。できれば30分）経過後、休憩を入れ、窓や

ドアを開けて、会場内の換気を行うように努める。十分な外気の取入れ・排気と合わ

せ、空気の流れにより局所的に生じる空気のよどみを解消する。 

 

⑼ 事後の報告等 

 ① 参加人数が5,000人を超え、かつ、収容率が50％を超える祭り等を開催した場合 

 祭り等終了後１か月以内にイベント結果報告書（県が定める様式）を山口県に提出

する。 

 ② ①に該当しない祭り等を開催した場合 

   祭り等終了後、イベント結果報告書（県が定める様式）を作成し、開催前に作成し

た感染防止チェックリストとともに、１年間保存する。 

 

⑽ 問題が発生した場合の措置 

問題が発生（クラスター発生、感染防止策の不徹底等）した場合は、イベント結果報

告書を直ちに県及び関係府省庁へ報告する。 
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【特定者が参加する会合等】（参加者の把握が可能なもの又は把握ができてい

るもの） 

※会議、セミナー、研修、説明会等 

自宅等で、健康状態を確認した上で参加するよう徹底し、検温をしていない者について

は、参加前に主催者が検温をするなど徹底する。 

マスクの着用は個人の判断に委ねることを基本とするが、イベント主催者等が感染対策

上又は事業上の理由等により、出演者や参加者等にマスク着用を求めることができる。 

 

⑴ 入場時の体調チェック・遵守事項周知・手指消毒 

 

  

 

① 体調チェック 

   健康状態を確認する。 

※１ 咳やくしゃみを伴う喘息、花粉症等、既往症の場合は、入場を認める。 

※２ 検温をしないで参加を希望する者は、可能な限り、非接触式体温計を使用

して検温する。接触式体温計を使用する場合は、別室で検温を行うなど混雑

を回避するための十分な対策を行い、使用後の体温計は、アルコール消毒す

る。 

② 入場登録（参加希望名簿等による本人確認等）  

可能な限り接触を防いで、入場登録を行う。 

③ 遵守事項の周知 

最新の業種別ガイドライン等を参考に施設利用上の遵守事項等を作成し、参加者 

に周知徹底する。 

④ 手指消毒 

受付に設置した手指消毒液や石けんによる手洗いを徹底する。 

⑤ 入場時の留意事項 

受付では、密集を避けるための入場整理を行う。参加者の間隔や、共用物の接触

回避に留意する。 

 

⑵   会議、セミナー等主催者による適切な環境管理 

① 入場時に手指消毒を徹底する。 

② 機械換気による常時換気を。定期的な機械換気装置の確認やフィルタ清掃等も重

要。通常のエアコンには換気機能がないことに留意する。機械換気が設置されて

いない場合は、窓開け換気を行う。 

③ 人を密集させない環境を確保する。入退場の時間に差を設けるなど人が密集しな

い工夫をする。 

④ 共用物の管理又は消毒を徹底すると共に、参加者の手が触れる場所（出入口・ト

イレ・ウイルスが付着した可能性のある場所等）を、消毒液で定期的(１～２時間

①体調チェック→②入場登録→③遵守事項周知→④手指消毒→⑤入場 
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に１回程度) に拭き取る。 

⑤ 入場時、退場時の入退場口を分けるなど、人と人が交錯する機会を極力減らすよ

う（同方向移動）配慮する。 

 

⑶ 飲食関連 

①   食事の提供は、パッケージされた軽食を個別に提供する等の工夫をする。 

②   参加者間の距離(１ｍ)を確保し、向かい合わせにならないなど十分な対策を行

う。 

 

⑷ 喫煙 

感染防止の観点から会場及びその周辺は禁煙とする。 

 

⑸ 会場管理 

参加者間の距離を確保する。 

 

⑹ ゴミ箱 

ゴミ箱は原則、ふたがついていて密閉できるものを用いる。 

 

⑺ 換気、CO2濃度測定器の活用、温度・湿度の保持 

一定時間（概ね１時間程度。できれば30分）経過後、休憩を入れ、窓やドアを開け

て、会場内の換気を行い、適切な温度や湿度（40％～60％）に努める。CO2濃度測定器

を活用し、換気が適切にできているか確認を行う。十分な外気の取入れ・排気と合わ

せ、空気の流れにより局所的に生じる空気のよどみを解消する。 
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改正履歴 

 

令和２年７月１日  Ver.1.0 策定 

令和２年７月 27 日  Ver.1.1 一部改正 

令和２年８月 25 日  Ver.1.2 一部改正 

令和２年９月 19 日  Ver.1.3 一部改正 

令和２年 12 月１日  Ver.1.4 一部改正 

令和３年３月１日  Ver.1.5 一部改正 

令和３年５月 1 日  Ver.1.6 一部改正 

令和３年７月１日  Ver.1.7 一部改正 

令和３年９月１日  Ver.1.8 一部改正 

令和３年 11 月１日  Ver.2.0 一部改正 

令和３年 12 月９日  Ver.3.0 一部改正 

令和４年５月 23 日  Ver.3.1 一部改正 

令和４年 10 月５日  Ver.3.2 一部改正 

令和４年 11 月 29 日 Ver.3.3 一部改正 

 令和５年２月２日  Ver.3.4 一部改正 

 令和５年３月 13 日  Ver.3.5 一部改正 


